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1．調査の概要　Ubersicht髄ber　die　Forschungen

　江の島は周囲5km，面積0．38km2，高さ60．4mの相模湾に浮かぶ小島である。本報の植生調

査対象地域はこの江の島であり，その周辺域からも若干の植生調査資料が収集されている。

　調査方法はBraun－B1鋤gue七（1964），　Ellenberg（1956）による植物社会学的方法が用いられ

た。植物社会学的方法は野外における植生調査票（アウフナーメ：Aufnahπne）の収集と，室内

での表操作による群落単位抽出の2段階にわたっている。野外調査では相観，立地が均質な調査

区：を設け，そこに出現する全植物のジストを群落階層別に作成し，各階層内における各種の総合

優占度と群度を測定する。さらに調査区やその周辺の微地形，土壌，植生に加えられた人為的影

響なども判定し，一枚の植生調査票に記入する。室内においては植生調査票を基礎に群落組成表

が作られた。素表，常在度表，部分表，区分表，群集表といった表操作を通じて標徴種または区

分種の組み合わせによる群落単位が抽出される。また現存植生図は，野外において実際の植分の

広がりを地形図上に描き入れ，ついで室内で空中写真も併用し各植生単位の広がりを地形図上に

表わして完成される。潜在自然植生図は，明確にされた自然植生単位を基礎に，現地において残

存自然植生，残存木，植栽種，代償植生，地形，地質，気候，現在加えられている人為的影響な

どの様々な情報を手がかりに，今その土地に加えられている人為的影響が停止された際に，その

土地が支えうるであろう最も高次の自然植生単位を総合的に判定し，地形図上にその広がりを表

現し，完成される。

　本管の野外植生調査は1981年から1983年にかけて行なわれた。野外調査では植生調査資料の収

集と現存植生図原図，潜在自然植生図の作成は併行して進められた。
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　　Fig．1　江の島の調査地点図（A、～A2，　B1～B2，　C1～C2はFig・22・24参照）

A。f。・hm・p・nk七・d・・1・・el　E・Q・him・（A1－A・，　B1－B・・C1－C・vg1・Fig・22…．Fig・24）


